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Abstrac量

　 PerhapS 　Some 　may 　conSider 　the　tOpiC　Of　systemic 　cOIOr 　names 　old 　and 　worm ，　 However ，　Japanese

and 　Engtish　language　color 　name 　schoiars 　have　continued 　to　research 　systemiccolornames 　through

the　presenセday．

Without　que ＄tlon，　the　mos
．
［influential　of　these　is　the　ISCC −−NBS 　systematic 　color 　names ，　which 　despite

its　renQwn 　has　not 　escaped 　the　critlcism 　of　English　language 　cobr 　name 　scholars ，　 ln　recent 　years，

Japan　has　also　begun　to　call　 intQ　questiorr　the　differen電iation　of　customary 　color 　names 　and

sys宝ernatic　cobr 　names ．　 Consequently ，　futher　exploration 　of　systematic 　color 　names 　is　called　for，

F［rst †he　focus　of　th［s　 paper ［s　a　comparison 　o † current 　systematic 　color 　names 　 in　Japanese 　and

English，　including　their　respective 　rule ，　representative 　cobr ，　and 　bases　for　selection　of　systematiG

color 　names ，　 Through　cornparison 　Qf　these †actors ，　generally　it　can 　better　achieve 　an 　ideal　state　for

sys 童ematic 　color 　names ，　 and 　 find　 the　organic 　relationships 　 between 　systematic 　 color 　 names 　and

custQmary 　color 　names ，　thereby　serv 「ng 　as 　the　basis　for　inventing　Chinese 　systematic 　cobr 　names

m 　Part　 l［．

要　旨

　系統色名と言 うと， 目新しい 話題 と思われな い かも知れないが，英語，日本語 の色名学者ら は長 い 間継続して
，

系統色名 につ い て 討議 して今日ま で に至 っ て いる 。 その中で最 も影響 力のあるの は ， 勿謝 SGO −NBS の系統色

名で ある が，そ れに対する 論評も英語邑名の 学者の中に起 っ て い る 。 近年の 日本で も ， 慣用色名の 選択や系統色名

の 区分や こ の両者の関係な どを検討し て，JIS の 色名を更に完璧 にしようとする動きがある 。 そ の ため に，筆者

も系統色名につ い ての研究が必要 と考えた 。 本論の重点はまず日本語と英語との系統色名を比較する こ とに ある ，

即ちその規則性や代表色や色名そのものの選定の根拠などを比較 してから，系統色名の ありかたを究明しようと考

えている 。 そ して系統色名と贋用色名との有機 的な関係をも求めて，さ らにそれを次報の中国語による系統色名の

創 出の 基礎とする 。

［：ニー 4 − ． 一
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　1．縹署

　本論の研究方向と しrr，主 に日本語 と英語 との系統

色名に対 して実証的な根拠を求めて ，その 「系統」の

信憑性を確め る。例えば使用頻度の高い由緒ある系統

色名を ， 常用的な基本色名と修飾語と に分離 して整理

し，そ の 中の 系統性に検討を加 え る 。

　慣用 ざ れて い る系統色名は自然的に形成された由緒

あるもの で もあるか ら， それ らを調蛮 と統計によ っ て

研 究す る こ ともで きると考え られる。こ のような系統

色名はある程度 ， 想起性の い い ， 複雑で な い 色名で も

ある 。 そ れ ら は ど ん な 背景 の 文化の中に も 存在する で

あろう ， それ らを徹底的に調査すれば， 系統色名のあ

りかたを解明する こ とも で きる で あろうと考えた。 そ

れは次 報の重点の
一

つ で あ る 。

　系統色名が人為的 に作られたものであれば，その規

則性， 合理性は予め明確にされ て い な ければならな い
。

JIS　Z日102−19B5（物体色の 色名）の 内容には 「あ ら

ゆる色を系統的に分類 して表現 できる ように した色

名」と定義 され ， 「基本色名及びそれ に 修飾語 を付 け

たものとする」とその構成 が規則化され ている 。 構成

要素の
一

つ で ある墓本色名の あり方に つ い て ， JIS

の場合はマ ン セ ル色相名に倣い，高彩度の 旧個の基本

色名 を用 いているが ， ISOC −NBS の場 合は高彩度

の 基本色名に ， 更にピ ン ク ， ブラ ウ ン ， オリ
ー

ブの よ

うな低彩度の 基本色名を加え て用い て い る 。 こ う い う

低彩度の基本色名ぱ「質用色 名にな りやすい，と言 うの

は ， 基本色名 はほとん ど高彩度的なもの であり，抽象

色名で ある ，修飾語を加えれば，い ろんな低彩度の色

名も作られる 。 もし英語色名のピ ン ク，ブ ラ ウン，オ

リ
ーブのようなものも基本色名とすると，さ らに修飾

語 を加えれ ば ， 混乱する虞があるであろう 。

　 また JIS で 定義 され て い る よう に 「あ らゆ る 色を

系統的に分類して 表現できる 」の が系統色名で ある の

ならば，

一般に見分 けた色に万遍な く系統色名を付与

で きるようにするため には ， 基本色名及びその修飾語

が知覚的等間隔に用意されるのが合理的と考える 。

　 こ の 検証 をす る た め に幸い に も ，」 旧 も FSOO −

NB ＄も共に全て の系統色名に対して マ ン セル表示値

を発表して い る 。 マ ン セ ル 表色系の 表示記号 は色の等

歩度尺度 に墓つ い て い る
D
と
一

応さ れて い る から，両

者の基本色名の問隔をマ ン セ ル表示値か ら調 べ る と，

必すしも等 しくなか っ た 。 本来マ ン セ ル 表色系の表示

記号 は色の等歩度尺度を保持していな いという報告
2）

もあるが ， その報告の結果に 比べ て 筆者が調鰲 した 基

［ ＝

本色名間の等歩度性はあま り保持ざれて いない 。 その

歩度の狭 い と広 い の原因はなにかの根拠 を確めるべ き

であろ う。 それはそ の近傍にある 慣用色名の数とも関

係する で あろう 。

　2．JIS の系統色名

　日本の 通産省工業技術院の JIS 色名専門委翼会が

1955年 に発足 して，工業用色名の統一
を検討 し，1957

年にJIS 「色名」が制定されて い る
3｝。そ の 委 員会は

色彩科学協会によ っ て ， 原案作成が受託され ， 関東と

閧西部会 とに 分れ て 検討され，決議 は合同本委員会 で

なざれた。1955年 11月 に第
一

回の委員会の関東部会と

して開催された際 に ， 赤 ， 黄 ， 緑 ， 青 ， 紫の五 つ の基

本色相名を決め て ， 中間色相名と して は，黄赤か，だ

い だ い色か，何れを採択するか論議した上で，最後に

結論と して
， 黄赤 を採用 し て

， 黄赤， 黄緑 ， 青緑 ， 青

紫，赤紫の 五 つ の 中間色相名を決めたと聞 く 。 こ の 黄

赤は，旧55年12月に第こ 回の 委員会が開催され，再び

黄赤に つ い て 討議 さ れ，そ れが ドイ ツ 語 に 見 られ た と

い う意晃があっ たが，暫らく保留とされたようである 。

そ して 1956年 ｝月に第三 回の 委員会が開催され ， また

闘西部会から意見が出て ，黄赤 （オレン ジ）を当分の

間併用 し， 黄赤 ， 黄緑，青緑，青紫，赤紫などの複含

色相名 は ， なるべ く早く中止 して ， 適 当な色名を与え

るよ うに努力 した方がよろ しい との 意見が出たと聞く。

　そ して関西部会は第二 回の委員会にお い て，すでに

決 まっ た10個の基本色名の中間 を更 に細分 した］0個の

再細分 した色名につ い て 提案 した 。 いずれ にして も，

黄赤 （オレ ン ジ）の英語の 略語は口として，その前後

の さ ら に細分 した色相名に は，rO，　 yO と した 。 と こ

ろが，1956年 2月に開催され た第四 圏の委 員会 で は ，

「色名には ， 既存 の 物体の 色を表わす ような色 名 は使

わな い こ と」にした 。 従 っ て橙色，オレン ジ，0など

は使わな い こ とになっ た 。 それ によ っ て ， ｝O個の基本

色相名の英語の略語は ，
つ い に マ ン セ ルの 10色相 の 略

語と完全に
一

致したが ， 再細分 した色相名は，マ ン セ

ル に な い もの に な っ た 。

　それらは，ま ず基本色名の中の Y．G ．B，P，R を利用

して ，それぞれ二 つ の 再細分 した色名を作 っ た 。 赤

（R）を例と して，そ の前後の再 細分した色名は。紫

み の赤 （pR ），黄み の赤 （yP ）が作られるが ， その

「紫み」と 「黄み 」は，皆前後の 隣りの 色相名を利用

したものであるか ら， 5個の基本色名は ， これで 10個

の 再細分 した色名が作られた こ とにな る 。

＝ ：＝ コ 5 ［＝ 二二＝ ll ＝ 1
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　こ の 後の 討 議 も 含 め ， 結 論 した も の を見 る と ，

JIS の 10個の 基本色名の 代表色 相は，マ ン セル の そ

れと全く同じで あり，つ ま り，「副 ＄　ZBlO2 準拠

Jl∈3色名帳」に よる と
， 10個の 基本 色名の 色粟 の 基

準 値 は，5R．5YR ，5Y．5GY ，5〔∋，5BG ，5B ．5PB ．5P．5

RP で ある が，そ の 10個の再細分した色名の 代表色が，

こ ん な等歩度の色相 差 を 保つ と は限 ら な い よう で ある。

も しマ ンセ ル シス テムの 1000色 （つ まり各色相の細分

は小数点以下 第
一

位ま で）で ， JIS の 両色 相ず っ の

色相差を計算する と （表 1），色相差2．5は 6組，色相

差 5は 9組，色相差 7．5は 4組 ， 色相差 10は 1組が見

られ る 。 B 〔∋と gB の 間の 色 相差 が 10で あ り， 0 と

b〔∋の 間の 色相差が7、5で ある のは，こ の辺の 慣用 色

名や伝統色名が少な い か らで あろう 。 だか らと い っ て ，

yR とYR の 間 の 色相差や ，
　 OY と y〔∋の 間 の 色相差

が共 に7．5と大き い が，そ の原因は不明で あ る 。

　と い うのは，基本色名がyR − YR 及 び GY − yG

の辺 に は慣用色名や伝統色名 で 呼ばれる色が数多 くあ

る 。 こ れ らをいち い ち系統色名で 表現しようと して も

細か い 区分が出来な い例が JIS に もか な りあ る 。

　下記 に代表的な例を1貫用色名＝系統色名 ：マ ン セ ル

表示値の順に示す 。

　 e ロ
ー
ズ　　　　　 ＝ あざやかな赤　　：L口R5 ．OA　4．ロ

　 ス トロベ リ
ー　　 ＝あぎやかな赤　　；1』R6 ．0114．0

　   ネ
ープルスイエ ロ

ー
＝ くすんだ黄　　　：2．5YB』17．5

　 からし色　　　　 ＝ くすんだ黄　　　：3．口Y7 ．O！6．口

　 e 青磁色　　　　　　＝ くすんだ青みの緑：ア．5G　5，日14，ロ
　　ビ1丿ジア ン　　　 ＝ くすんだ青みの緑 ：臼．0〔∋4．OfS．0

　つ まり細か い区分 は ， 上述の色相差の 大き い 系統色

名で は無理 で，そ しで 慣用色名の 各色系における分布

は各地域の習慣や嗜好 に よ っ て決 っ たもの で あり，コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの便利のため に，系統色名 を考案す

る時に ， 既存の 慣用色名を予め配慮 した ほうが い い で

あろ う。

表 1　 日本工業規格 （JIS ）の 系 統色名の 基本色相名一覧表

」．由一．〒
」［S齶 RyR

尸一　．
YRrYYgy

、iゴ1吊…τ1」
　 G￥　　 y6GbG

マンセル雛 5R7 ．5R5YRlOYR5Y7 ，5Y2 ，56YlO6Y2 ．5Glo6
日楮 の酩 赤 齣赫 黄赤 翻 の黄 黄 勧曠 黄緑　黄み曜 緑 静の探

色相差 2，57 ，55 52 ，557 ．52 ，5
　　　广　．
7，5

」［矚号 照 gB8pBPBbPP 　 　 rPRPP 匿

マンセ峨債 5Bα 5B2 ，5P巳 7，5PB10PE5P7 ，5P　 IOP5RP10RP

日韜 の酩 青緑 動錆
主

胃 勦 晴 青紫 青み艦 紫　赫の紫 赤紫 點嚇

色継 ［o7 ．55 2．552 ，5・　 2，55 　 　 55

注：20歯の墓本色橿名のマンセル数値は，「JIS　Z　8102準梃　jIS色名輹」によるが，色栩差は筆者の計算によるロ

［＝ − 6 ［一 ＝］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　3．iSCC −NBS の系統色名

　 JIS の 系統色名にと っ て，大変参考に な る ISOO −

NBS の系統色名が，本来は，薬剤師を含む各職種の

要請によ っ て作られたも の で ある こ とで あ る 。 しか し

ながら最初の 192】年に，「ア メ リ力薬典校正 委員会」，

特 に ガサ
ー

コ
ール （E．N 、　Oathercoal ）と言 う人

が ， 当時の使用 ざ れた色名 に 対 して ， かな り不満な声

を出した，例 えば，黒 み の 白 （blaokl＄h　whit 巳）

とい う色名が怪しからんと 思 われた の である 。

　ガサ
ー

コ
ール は，不満で はあっ たが，1930年に，さ

らに 「アメ リ力薬興 。 芸術 ， 科学，工業 にある色名」

と い う シ ン ポジ ュ
ーム を開い て ，ワ シ ン ト ン で行う

「ア メ リ力薬典会議」に，ある八イ ライ トとして ，各

業種 に注目された 。 そして 翌年 ，
つ いに 14個の国立の

学会を含む学際的な組織 「色彩協議会 （旧 00 ）」が

設立された 。 ガサー
コ
ール本人が委員長として，色名

シ ス テムを発展させようと皆に呼びか け
1
， そ して その

色名 シス テ ムが 「充分 に標準化され，科学界 に 受け入

れ られ ， 幅広 く科学，芸術，工業に合意される ととも

に 利 用 さ れ る こ とも で き る
，

そ して こ く平凡 で 分 り易

く ， 少 く とも ，

一
般 的な場合 で は ， 大 衆に理 解 で き

る」こ とが要求された 。

　
一

方，「色彩協議会」に ある 「測定 と 定義の委員会」

のチ
ー

フ の ゴ ッ ドラブ （LH．〔∋odlove ）は ， ｛933

年にすで に ，

一
つ の 色名シ ス テ ム の輪廓を作りだ し，

ガサ
ー

コ
ール の 要請した標準に満足 で き る ととも に，

アメリカ色名の標準化の基礎をも築いたと考えられる 。

そ して 色彩学者ケ リ
ー

（K．L．　Keliy）は 1936年から ，

ア メ リカ の 「標準局」（NBS ）に勤 め て ，ゴ ッ ドラ

ブが苦労して築い た基礎を発展さ せ，色名の代表する

色彩範囲を選定した 。 つ い に 19B9年に，さ らに ジャ ッ

ド （D ．B ．　Judd ）と共 同に，「色彩 表示方 法」 と い

う レポートを発 表 した 。 こ の表示方法が 「色彩協議

会」に認められて s 薬品の説明書の上に使用できるよ

う に な っ た 。 それ が isOO と NBS の 研究成 果を結

　　　　　　　　　　　 合 し た もの で あ る か ら ，

　　　　　　　　　　　 「［SOC −NB8 色 彩表 示

　　　　　　　　　　　 方法」と言われるようにな

　　　　　　　　　　　 っ た
4）

。

　　　　　　　　　　　　 それはそ の後の 各種の改

　　　　　　　　　　　 訂がされて か ら，1955年以

　　　　　　　　　　　 後に 「NBS 色名辞典」と

　　　　　　　　　　　 な っ た 。 そ れ は ， ま た

　　　　　　　　　　　 「1SOO −NBS 色 彩 表 示
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方法」で ア500個の濱用色名を表示する こ とができ，そ

の 表 示さ れ る 慣 用 色 名 が ， メ ル ツ と ポ
ー

ル （A ．

Maerz ＆ A ．　Rea 　 PauD や，リ ツ ジウ エ イ （R ，

Ridgway ）などの ll種類の色名 に関する著書か ら

選 ばれたもの で ある。言 っ て み れば ， ほとん どの慣用

色名の 表 示 が 可 能と考え ら れ る 。

　こ の表示方法 に は，17個の高彩度の色相名と目個の

低彩度の 色相名と 5個の 無彩色色名とで ， 合わせ て　33

個の基本色名を基本的な 胃組み として ，それらが更に

21個の修飾 語 と組 み 合わぜ て 全部 で 267個 の系統色名

を作 っ た 。 と こ ろが JIS で は比較的彩度の 高 い 色の

基本色名に色相に 関する修飾語を付け て 20分割 し，無

彩色の基本色名 に付けて 5分割 した表示方法 を用意 し

て い る 。 こ の ISOO − NBS 方 式 も 」「S 方式 も 共 に

「大分類，中分類，小分類」の観点に立脚して 区分さ

れ て い る 。

　そ の ISOO −−NBS 方 式の 大分類 の 17個の 高彩 度 の

色相名の代表色 （Oentroid 　 Ooio 「）の マ ン セル

表 2　 1SOC −NBS 系統色名の高彩度の基本色相名
一

覧表

［SCC一閥BS賂゜ RrO 　 　 GOY
、 ．「r
　　Y 据YYG 　 　 yGGbG

マンセル雛广尸“广」ゴ」广巾「一一一．一ヒ3，8R　　 9，3R　 4，6YRr一“「r内冖」「「げ．、、伽、i广伽油一．　　8，7YR．一」｛ 3，8Y9 ，5Y4 ，呂αY　 3，50　　　　　　　　．一　6，3G．一 　 4，6B口「．w1．．．
触差 5，5　 5，3　 4，1　 　 5，1　　 5，75 ，35 ，75 ，88 ，3

［scc一潤BS絡゜ 一 gB　　　 BpBV 一 P　 　　 rP 一 P窪

マンセル雛 4，7B　 3PB7 ，9PB1 ，4P 6，5P　 O，8RP 7，1RP

色相差 10，1　　 8，3　 4，9　　 3，5 5，2 4，26 ，36 ，7

数値が公表されて い るの で表 2に 示 した 。 JIS の場

合はマ ン セルの色相環の色相目盛 りに合わせ て 選定さ

れ て い る が，1＄ 00 −NBS の 場合は必 ずしも そ う で

はない 。 しかし系統色名の代表色と しては，ISOO −

NBE3 の両色相 ず つ の色相差 を計算 すると ， 色相 差が

3．5か ら 10，1ま で で あ る か ら，J ［S の 場合に 似 て い る 。

　その ll個の低彩度の基本色名は，系統的に秩序のあ

るもの で はな い よう で ， 例えばそ の 基本色名として の

「赤み の 茶色」 （厂Br），「黄み の 茶色」 （yBr ），「オ i丿

一プみの 茶 色」（olBr ）があ る よ う に ， 「紫 み の 茶

色」 （PBr ）もある はずな の に，そ の 中には載 っ て い

ない 。

　そ して微妙な低彩度の 色名 は ， 「灰 みの
…

」， 「黒み

の …」， 「…み の 自」， 「…み の 灰」， 「…み の 黒」と他 の

修飾語を使 っ て ，異なる明度や彩度を表示する 。 言 っ

てみれ ば， isOO −NBS は日常の色名がそん なに充

分 で な い ためか，基本色 の 彩度 を低 くしようとす る と，

よ く無彩色の 基 本色名を利用 した 。 しかし 「灰 み の

　　　　　　　　　　　 一．j， 「黒みの…」の ような

　　　　　　　　　　　 修飾 語 を作 っ て み た の に，

　　　　　　　　　　　 「白みの
…」の ような修飾

　　　　　　　　　　　 語を作 らな い
， 「Eヨ本色名

　　　　　　　　　　　 索引」にあ る 白緑 （表 9）

　　　　　　　　　　　 のような色が表現 した い な

注：マンセル数植は　
‘‘tSCC−NBS：Coior−Name　Charts　Iliustrated　N ［th　Centroid　Color

，「

　 による，　色盟差は筆者tよ昼計算。

表 3　 1SCC −NBS の 基本色名と そ の組ん だ 色 名統計表

占

彩度　　餔語と　
一一
釋と［

…Gy・・Gy

＄色名　んだ　　んだ　と組む

ROOYYVG

¢

GGBB

巳

VPP

建

「

　

0

　
9

￥

y

　

bg

　
P

　

r9

1166810

　　i981014

　 　1　 1

9913

　 　i　 I

llIl15

　　1109

注； ISCC−NBSにほ，「二・Wt｝1・・一色みの自，　rl・−Gy」は開轟い
一
色みの萩色，「…｛｝y」は

一
色融の瓶色，　rd…GyJは賠い

・・
危みの癢色，

　
「一・Bklは・・色みの黒である， なお，

皿 ed ．Gyは中灰である。

Gyとd・・恥 …
駄 と臼7

…
とBk…と 度 齬 と

・・wとレ
・・G罪 砺 とd…G ・−Bk描 y

…
と 鏨で

んだ と軸 んだ んだ んだ 絶名 んだ んだと軸 んだと齣 んだ んだ 嫐

i1111Pk3 ！ 至 1
Br8 1 墨 11

1 016 11 11

pPk8 1

1 1 yPk8 1
brPk 1

ヨ brO 1

rBr8 1
11111yBr 呂 1

dBr3GIG6
1

11111 鸞 1

1 Bk ！

廴 1，Gy 1
11 廴 1m 囲． 1

1 Gy
1 〔Gy｝ 7d

，Gy 1醒17

らば，修飾語が足 りな い で

あろう 。

　もっ と低彩度 になると，

無彩色 の 基本色名 を末尾 に

つ けた 。 緑と青は，全部が

こ う い うや り方で ， 低彩度

の色名 を作 っ た，例えば緑

み の白，緑み の灰 ，緑み の

黒がそろ っ て い る 。 しか し，

赤を こ く暗くする には 「赤

み の 黒」にするが，赤を明

る くする に は 「…みの臼」

の代 りに ， 「ピ ン列 に し，

赤を こ く明る くする に は

「ピ ン ク み の 白」に する 。

これらはあまり系統的では

な い と考えられ る。

　また，黄を こ く明る くす

る には 「黄み の 白」にする ，

それほど極端で ない場合に

7

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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は，また 「こ くうすい…」，「うすい…」などの修飾語

を使う 。 黄 を暗 くする には r黒 みの 黄」や 「黄 みの

黒」は抜け て いて ， ただ 「こ く暗い…」， 「暗 い…」な

どの修飾語を使う 。 それ に対 して，他の高彩度の 基本

色名は全部 「…みの黒」や 「黒 みの
…」の修飾語を使

っ た （表 3）。

　低彩度 の 基本色相名の 中に も，「茶色み の 黒」と

「オ リ
ーブ み の黒」を除けば， ほ と ん ど 「…みの黒」

のII多飾語は使 っ て いない。また 「黒みの…」の修飾語

は，低彩度の 基本色相名の 中で
一

回も使 っ てない 。 低

彩度の 色名そ の も の を細か く分類し た が ， 修飾語 の 使

用はかえ っ て平均的に細か く施され て いな い （表 3）。

そ して 「灰 み の 赤み の茶色 」（gy ．rBr），「灰み の黄

み の 茶色」（gy ，yB 「），「灰 み の 才 リ
ーフ緑」 （gy ．

olG ）な どがあるの に ， 「オ リ
ーブみの茶色 」， 「茶色

み の 橙色」 （brO ）， 「茶色 み の ピ ン ク」 （brPk ）の

基本色名には，「灰 み の」と い う修飾語が全然使用さ

表 4　 1SOC −NBS とJIS系統色名の修飾語の比較表

れな い （表 3）。 「茶色 み の 橙色j と 「茶色み の ピ ン

ク」は更 に特殊 で ， 表 3 に示 した よう に ， ISOO −

NBS の 系統色名 の 中にそれぞれ
一

つ しか な い ， どん

な修飾語とも組合わぜた もの もな い 。

修 飾 語 と非 修 飾 語1−一广i 、1「、
　 　 　 　 修　 　 飾 　 　語 「L耐m巾、肖．合言

嬲

Iscc
一
凹E菖

　 　 ・・『色 み の 臼

明る い
…

色み の 灰

　　
・・
色 み の 灰

　暗 い
…

色み の 灰

　 　
…

色 み の 黒

　 ご く うす い

　 　 　うす い

明 るい 灰 み の

　　 灰み の

　暗い 灰 み の

　 　 黒 み の

ご く明 る い

　 明 るb

　 に ぶ い

　 暗 い

ご く暗 い

　 明 な

つ よい

こ い

ご くこ い

あ ざや か な

21

非 修 飾 語 修　飾 語 合言

…
色み の 白 ご く うす い　　「、r一一

　　L了．了广
うす い

明る い
…

色み の 荻 明 るい 灰 明 るい

J［S …
色み の 灰 灰 くすん だ 一」あざや か な 11

一．｛齟．、．「
こ い暗 い …色 み の 灰 暗 い 灰

…
色み の 黒 ご く陪い 暗 い

注：［SCC−NBSの囁合では，にぶい＝ rno6erate ，
つよい； streng ，簿窮な＝brillant，…色みの＝』『・ish，彪は、

」［S　Z　8102　表3の対応英1と勗じである。

表 5　 JIS の 基本色名と その組んだ色名統計表

本 齬 と 7
…
と
…
蹴 レ

“6y・・助 とd…伽 ・3kと 独で 基 本 齬 と y
…
と
…
糀 1…臼y・・恥 とd…6y・・Bkと で

名 んだ んだ んだ と蛆む んだと組む んだいる致色名 んだ んだ んだ と蛆む んだ と組む んだ 、磁

pR1 1gBlI 1
R1 工 11111 ユ B1 正 1111111
yR11 ユ pB1 正 1

YR111 ユ PBll1 1
rY1 ユ ユ bPn 1
Y111111111Pn11111 正 1

gYll 1rP11 1
YG111 工 RP111 1

yG11 正 W 1
G111111111Gy2 1

bG11 1Bk 1
BG11 五 玉

　諡野：「rr・Wtは…色みの白，「1−’Gyjは塀るい
…
色hの灰色，「…Gy」は…色みの飯色，「d…Gylは暗い

…
色みの藪色，「…Bk」は

　　
・・
色みの黒である。

［＝ 二＝＝二＝：二二二二：＝＝＝＝ ：コ 8 ［一 コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eledtronlc 　 Llbrary 　 SerVlce

　4。JIS とISCC −NBS との系統色名の比較

　lSGG −NBS の中の0 ，rO ．yO ，V ．及び F〕kBr ．0 「，

OIG ∫Br．yBr ．olBr
・一 ・

な ど の基本色名 は （表 3），

本来1956年の 「日本工業規格案」 にも取 り入れたと聞

くが，後日に削除さ れた 。 こ の削除した こ とは，むし

ろ賢明 で あ っ た と 思うが
， 理由は上述の 「既存 の 物体

の色を表わすような色名 は使わな いこ と」で ある 。 例

え ばOI （オリーブ）とV （バイオレ ッ ト）は，まさ

に物体の 色を表わすような色名で あるか ら，J ［S に

は使 っ て いな い 。 こ ういう系統色名に対 して，
・
マ ン セ

ル のやり方がなかなか理想的なものと考え られる ，
マ

ン セル は 「既存の物体の色」を表わさな い ため に ，

　　　　　　　　　　　 Orange の代 りに ， わざ

　　　　　　　　　　　 わざ YR を使 い，「基本色

　　　　　　　　　　　 采彡言吾」　　（E3asio　　　〔⊃0 【0 「

　　　　　　　　　　　 Terms ）の 著者らバーリ

　　　　　　　　　　　 ン とケイ （B ．BeFlin ＆

　　　　　　　　　　　 P．Kay ）の定義した基本

　　　　　　　　　　　 色名5〕
よ り徹底的 で ある 。

　　　　　　　　　　　　 そればか りで な く，マ ン

　　　　　　　　　　　 セルの基本色名の代表色の

　　　　　　　　　　　 間 に も ， 視覚 の 等歩度を取

　　　　　　　　　　　 っ て い た 。 こ う い う角度か

　　　　　　　　　　　 ら見 る と，JIS がマ ン セ

　　　　　　　　　　　 ルのや り方に準 じて 基本色

　　　　　　　　　　　 名を作 っ たの は，賢明で あ

　　　　　　　　　　　 っ た 。 更 に い う と，JI＄

　　　　　　　　　　　 は 「灰 み の
…」，「黒 み の

　　　　　　　　　　　 …」の修飾語を
一
切使 っ で

　　　　　　　　　　　 い な い。ただ 「…み の 白」，

　　　　　　　　　　　 「…み の 灰亅，「…み の 黒」

　　　　　　　　　　　　しか残らない （表 5）の で，

　　　　　　　　　　　 複雑にならない 。

　　　　　　　　　　　　 そ れ と同 時 に ， JI8 は

　　　　　　　　　　　 低 彩 度 の 基 本 色 名 （Pk ，

　　　　　　　　　　　 Br．OI……な ど）を使わな

　　　　　　　　　　　 い の で，混乱を招く虞れも

　　　　　　　　　　　 な い であろ う 。 と書 うのは，

　　　　　　　　　　　 1＄ 00 −NB ＄の赤を明る
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くし て ピン ク （Pk ）にな り，だ い だ い を暗くし て 茶

色 （Br ＞になり，黄を暗 くしてオリ
ーブ （OD にな

る こ とは納得され るが ， 緑か ら紫 み の 赤 ま で の高彩度

の 色名はどう しで 同じように取り扱う色名がな い の か 。

　つ まり，その色名はただ日常の英語 に 限られて，赤

を明る くして ピ ン クと い う言葉が使えるが ， 他の 基本

色を明る くする と使え る 色名がな い，そ して赤を暗く

しても使える単語 もなかろ う 。 同 じように ， だ い だ い
，

黄を暗 くして ， ブラ ウ ン ， オ リーブと い う言葉が使え

るが，他の 基本色を暗くする と使え る色名がな い 。 そ

れに しても ， だ いだい ， 黄を 明る くすると使 える単語

がや は りな い で あ ろ う 。 こ う い う現実性の 少な い言葉

に支配された系統色名は，「系統的」に ならない で あ

ろう 。

　 lSOO −NBS の 系統色名には，ル
ー

ル の な い 所 が

またかな り存在 して い る 。 例えば，灰色 （〔∋y＞と い

う基本色名がな い が ， 灰色 と組んだ色名が 7個もあ る 。

無彩色 の 5個の 基本色 名は，全部単独 で 使用 す るが

（表 3）， 有彩色の基本色名は，茶色み の橙色 （brO ），

茶色 み の ピ ン ク （brPk ）を除 い て ，26個 の 墓本色名

は，単独で 羂い る こ とが
一

つ もな い （表 3）。 JIS に

なると全ての基本色名 （表 5 ， 無彩色を含めて2B個の

色名）はほとん ど単独 で使用 する こ とが で きる 。

　 ISOO −NBS の基本色名は，ほとんど修飾語と 組

合わせ て か ら使 う。また ， 無彩色の基本 色名と言 い な

が ら，明る い 灰色 （1．〔∋y），中灰 （med ．〔∋y），暗 い

灰色 （d．Gy ）を も入 れて，基本色名とな っ て い る 。

つ ま り基本色名 にして も ， 忘 れず に 修飾語を入れた 。

そればか りで な く，また次ぎ のように種々の系統的 で

ない場合が生 じる ：

　（1｝ 「灰 色み の 黄み の ピ ン ク」 （gy 、yPk ，L3YR

7．E／E．4）と 「茶 色 み の ピ ン ク」（brPk ．7YR 　7．1／

2．3）は討論され るべ き であり，つ ま り，今は 「茶色

表 6　 1SC ⊂］−NBS の 長 い 色名
一

覧表

45　 璽．

79　 1．

81d ．

統色 名 番号 糸 統色 名 番
口

糸統 色名

gy ．rBr162 ，v ．1 ．bG239 ．v ．de丑 p　 rP

みの荊の絶
プ

く明る晴み儼 ごくこ嚇みの紫

gy ．　 yBr165 ．v ．d ．bG 呂43，v ．d ．rP

みの働 の絶
ゾ
く鰤 箭曜 ごく暗1嚇 礁

gy ．　 yBr1 ？1，v ．1 ．gB257 、v ．de即 　 pR

の瀞の絶
ノ

棚る暇み鯖 ごくこ螺み赫

gy ．olG175 ，v ．d ．gB260 ，v ．d ．pR

のオリ
ーブみ囓

ソ
く暗曝 み晴 ごく陪曝み赫

己eep 　 yG19 呂，v ．　1 ．pB261 ．旦．gy ．pR

董みの録
ソ
く明御 勦 晴 るい締嘴 み嚇

d ．yG202 ，v ．P ．pB

齢曜
ゾ
くうす1蜘 晴げゴ巾削」巾配广广

み の ピン ク」（7YR ）が，「灰色 み の 黄み の ピ ン ク」

（1．3YR ）より黄 っ ぽいのであるが，論理的にいえぱ ，

その逆 で あるべ きと考え られる 。

　（2） 系統色名は時々基本色名を組合わせ る が，茶色

み の
…，オ リ

ーブみの
…

な ど低彩度の ものが ， 基本色

名の 前に付け られると ， 修飾語とされな い の に ， 白み

の …，灰 み の …，黒み の …な どが修飾語とされて い る 。

　同 じように ，…色みの赤，…色みの黄 ，

…
色みの緑

などが修飾語 とされな い の に ，

…色み の 臼 ，

…色 み の

灰，…色 み の黒などが修飾語にな っ て くる 。

　（3） 「黒みの」と 「こく暗 い」はどこが違 う ， 「黒み

の 紫」が D．臼RPD ．9／1　．6で あるが，「こ く暗い紫」が

6．9P　 1．口／4．5で ある 。 「乙 く暗い紫」は 「黒みの紫」

よ り， 彩度が高 い の で あるが ， 明度 はあまり変 らな い 。

語感 と して は，「黒 み の 紫」と 「こ く暗い紫」とはあ

ま り変らない と考えられる，肉眼で区別 しに く い色を

こ こ ま で 細分する こ と が必要 で あろうか 。

　そ の ため か，Jl＄ の 系 統色名 には 「黒み の 」と い

う修飾語 は使 っ て い ない 。 そ しで ［S 〔⊃0 −NBS の

「…色み の灰色 （ある い は白色，黒色）」は使われ て も ，

修飾語とさ れて い な い 。 「灰 み の …」は使われて も，

「灰 …」にした 。 「明る い…色みの灰」， 「暗い…色みの

灰」など の 1＄00 −NBS の 修飾語 も ，
　 JIS で は1彦飾

語とされて いない 。 ただ 「明る い」，「暗い」などが修

飾語 で ある 。 それ に しても ， 混乱を免 れな い。例えば

」旧 の次 の こ く低 彩度の 系統色名 は，文 献によ っ て

異な る 呼び方を使 っ て い る ：

「明る い…
色みの灰色」（訓 S 系統色名区分 図に見 ら

れる）（図 2）

卜・・色み の明る い 灰色」（L」IS色票の説明と 「色彩 科

学八 ン ドブッ ク」にある JIS 系統色名区分 図 に見 ら

れる）（図 1）

　本来，両者があま り変らな い が ， 「明 る い
…

色 みの

灰色」の方か ， も っ と合理 的 で あ り，形容詞を最初に

お く方がよ い の に対 して ，「…色み の明る い 灰色」に

なる と，JIS の 修飾語 と しての 「明る い 灰」と混 乱

しやす い。こ の 「明る い…色み の灰 色」は JIS の 系

統 色名 にも ， 最も長 い色名 で あ り， 「…」の 中に基 本

色名を入れ ると，全部 で 5個で あ る 。 「暗い…色 み の

灰色 」にして も ， ほとんど同じ状態 で ある 。

tz8　 d ．

t33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5。長すぎる色名に対する討議

13a　v ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ う いう長 い色名が 1＄00 −NBS で は ， 更 に長 く

　 ごく暗いlina9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な る 。例 えばそ の f明 る い 灰 み の 赤 み の 茶色」 （1．gy ．

［二二二 ：＝＝ ニー 二＝コ 9 ［＝ ＝ ：：：：：：：＝＝ ：二二二二二＝ ：］
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rE3「）， 「明る い 灰み の 黄み の茶色」（1．gy ．yBr ），「暗

い 灰 み の 黄 み の茶色」 （dBy ．yBr ）， 「暗 い 灰 み のオ

リ
ーブみの 緑」 （d．gy ．oiG ）な ど で ある 。 こ う い う

色 名は 1SOO −−NBS に はかな りの 数が存在 し （表

6）， そ し て かな り不便である と 思われ るの で ， イギ

リスのダービ 大学 のル オ （M ．R ．　Luo ）博士 による

と，こ ういう系統色名は，今

日で はほとんど使われて い な　　　表 7
い 。

　 も し 「色 彩 地 図 帳 」

（Oolor 　 AUa ＄）の著 者の

コ ルナ
ー

ラ ッ プと ワ ン ス チ ャ

ー （A ．Kornerup ＆ J ．H ．

Wansoher ）に言わせると ，

「われ われ は
一

つ か 二 つ の 単

語 か ら成る 色名を 重 ん じ た 。

例えば青 ， 黄灰 ， 明る い赤，

　　　　　　　　 　　　　　　　　表 B
こ い黒 （即ちそれぞれ黄と灰，

明る い と赤，こ い と黒を組み

合わせる色名）がそれ で ある 。

色名が 三 つ か 三 っ 以上 の単語

から成ると，あまり実用的で

はな い ， 更に四つ の 単語から

成 る 「明 る い 青 緑 灰 」

（light　blue −greE3n −

gray ）にな る と ， 非常に想

像 が で き な い 色 名 で あ る

（to　be 　eXGeedingly

diffiGUIt：to　visUaliiZe ）・

三 つ の単語から成る 「灰赤ブ

ラウン」に しても，厄 介なも

の と証明する こ とがで きる

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　表 9
（oan 　 p 「0 ＞e　 awkwa 「d

In　 usage ）か ら ， こ れ ら

の 色名 は 本書か ら 除外 さ れ て

い る 。 」
6）

。

　こ う い う長 い色名が日本に

おい て も，業者から の 意見が

あ っ た 。 例 え ば， 1956年 に

「協 同組合大 阪婦人小供 服 同

業会」は 引 S の 標準色 名 に

対 して ， 「案の
一般色名 は学

術的表現法と して は適 当 の よ

うに思えるが ， 産業
一

般 にと　　　　　 佐：原著鱒 1趣 ろを艶 にした。

っ て は使用上不適当であるから短か い単語 を使用され

た い
。 例 ：灰赤 は適当 で あるが ，

乙 く暗い 赤 ， 灰 み の

赤 は使用上不便で あ る 。」と要望 した と い う 。 そ の た

めか， 7種類の 日本語，英語の色名著作を比較 して見

ると ， ただ 二 種類の色名著作が長 い 系統色名を取り扱

っ て い る （表 7）。

日本語，英語の色名著作の含む内容 と そのデ
ー

タの来源比較表

名著作＼内容 糸統色名 長い緇色名籍色名の饑 艶 名の中心 貝 用色名 艶物 軸 デ
ー効 瓣

酩燔 典 》 》 》 》 、儲 の覲 と文醐査

JIS 》 》 》 》 》 》 ．鬥顯 覲とアンケート

H本色名索引 》 》 》 》 著儲 の靦 と艫謹

鰭辞典 》 》

’
灘 と黝艶

ISCC一四BS 》 》 》 》 櫞 の観

色彩膕輳 》 》 》 》 》 緒 の覩 と文醐査

基本色彩語 》 》 》 緒 の覲 とアング ト

「色彩地図帳」Color　Atlasにある 系統色名一覧表

赤芭集 黄赤触 黄色集　 艶 緑色 趨鱸 龍 象 髞色集 艶集 羅色

ソ飾 語 ＼躰色名

赤

樫赤

勧嚇

橙

赤み曜

獲黄

灘 の磴

黄

赫 頒 みの

みの

釁 ターコイズ

青みの鐸

動錆

青

鞘

菫

赤みの菫

渤嗹

禁

黔嚇

静嚇

白

竄

畢

ざやかな Ψivid ざやかな ざやかな

　　　　　r“
凝やか蠏

i’广

　、「 あざやか鯖 ざ肋 な　「「
るい　 libhし 囲るい赤 閣る囃 閣るい黄 嘲る曝 羽る呻

一
コイズ 現る晴 明るい菫

うすい　 palE　．− 1．「 うす嚇 うす噬 うすい黄 うす囓 うすい夕一コ輟 うす晴 うす嘩

一1一． 一

雪ステル　 pastel 奮ステ赫 ｛ステ耀 噺 頗 猷 テ耀 電ステル・ターコイ 哘 ル青 駕ステ嶐

くすんだ　 du員 くすんだ赤 くすんだ黄 くすん櫞 くすん鯖　　、一ヒ“」」くすん繼 中灰

こい　　 de帥． こい赤 こ曜 こ嘖 こ曜 こい外 コ杖 こ晴 こ嘩

い　　 dark 暗い赤 暗い橿 暗瞶 暗囃 騨 夕一コイズ 賠晴 陪い菫 賠い紫

みの　 grays 血 勘嚇 灘曜 励頒 鰰囓 廨 卵
一
コイズ 鯖 晴 働 曜

啾」
みの

みの　 b1置 k［sh 黔嚇 黒み曜 勤鯖 みの

・み舶 ・・ish 鄲．．一一 赫舶 舶 勧岶 齣舶 タ
ー
コイズみ舶 青みの白 菫自 紫みの自　　．．「

・・
み瞭 　 ish　By． 赫嗾 燈飯 黄み嗾 録みの蕨 タ噌 イズみ嗾

　　　71．
青み畷

曲
　鞦 黝獗

・・
みの黒

・ish　 bk，一一广 赤みの黒 鰤 曜 静 曜 菫黒

「日本色名索引」にある系統色名一覧表

赤 色 系

一 ．一
　黄 赤 色 黄 色 系 黄 緑 色 繰 色 糸 青 緑 色 背 色 系 青 紫色 紫 色 系 赤 紫 色 白黒 糸

　 赤 　緋

名　朱　 紅 幺

　 紅赤

　色

黄赤

橙黄

黄 緑 青

緑

青 繰 藍色

背

青藍

螺

甜

紫

青紫

赤 紫

紅

臼

荻色

黒
＋＋

朱　 真熏

本 緋　一一一．
w 、
本 紫

．一．一一．一

白 白綵 藍 自

凌 淺 緋 淺 緑 淺 鐚

一

薄 紫 薄紅 薄 墨

若 緑 若 紫
　　　　一

立
　
中 中黄 中縹

望 ．灰 赤幽呱
灰黄 灰 黄，灰緑 荻 青，

』
毒鯖 灰紫 灰赤，．

濃藍 濃鰾

滅紅

．．．一． ．
紫

深深紅 　深 深緑

、　 ・
朱 　 退 盞 老 緑 暗紅 鈍色

［＝＝ ＝ ＝二 二 二 二二 二二二二二二］ 10 ［＝ 一
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「色彩地図帳」には ， 修飾語や基本色名を使うが ， 徹

底的に ト つ
，

二 つ の単語か ら成る 色名を重ん じる 」。

その系統色名や修飾語が慣用色名と同じように，
一

つ

一
つ 全 て解釈を加えて ， 系統色名 にしても由緒ある色

名で あ る こ とを強調 し ， 人 工 的な作為か ら得た色名 で

はない こ とにする 。 そ してそれらの色名が往々に して

その最初 に使 う時期 にも付 いて いる ， 例 え ば， 「明 る

い 赤1 が 1800年，「明 る い 青」が 1915年か ら使 い始め

られて い る 。 修飾語 に して もある程度に色み が付い て

い る 。 例え ば ， 著作者 は 「「明 る い』（Ligbt）が 黄

と共 に使う際には，それは特に緑み と い う意眛を含 ん

で い る」。 ある い は 「『うす い』（F〕ale）は，黄み の

臼が典 型的な例で ある」と言 っ て い る 。
つ ま り，

こ う

い う修飾語は
一

つ の 色名に近 い 。

　そ して ， その
一

つ
，

二 つ の単語か ら成る色名に は修

飾語の 選定 が 主 と して 1＄OO −NBS に近 い が ， 「こ

く」（very ）と い う修飾語 をほとん ど使 っ て い な い

の で t 「三 つ か三 つ 以上の単語から成る」色名もな い 。

また，そ の 基本色名の 選 定が旧 ⊂〕0 −NBS ともか な

り違う 。

　 と言うのは
一

つ か 二 つ の単語 しか使わな い の で ，例

え ば 「緑 み の青 」を使わな いで ， タ
ー

コ イズの単語 に

する 。 低彩度の色名は基本色名に しな い で ， 全 て 高彩

度の ものを基本 色名 に す る か ら
， 全部で 19個 の 基本色

名か ら成る 。 こ ういう基本色名を中心 に ，

一
つ ずつ の

色名が 1ペ ージから 3ペ ージま で の チ ャ
ート・を占る 。

その 中に また系続笆名によ っ て 色空問を分割し，そ し

て 星記号 によ っ て 慣用色名や系統 色名の代表色を配置

する （図 4）。

「色彩地図帳」は
一

つ か 二 つ の単語 しか使わな い ため

に ， い ろんな考案を工夫 した 。 上述の 「タ
ー

コ イ ズ」

と い う 単語を使 っ たた め に，「緑み の 青」の 前に また

修飾語 を使 っ て も，色名が長 くならない，それはち ょ

うど普通 の 「黄赤」を簡略にするために ， オレンジと

い う 色名を使う よ う なもの で あ る 。

　同 じように ， 明る い赤を 簡略にするために，ピン ク

や ロ
ーズ を ， 濃 い 赤 の た め に

，
ル ビー

を ， 紫 み の 赤 の

ため に，マ ゼ ン タを，明る い 紫を簡略するため に ， ラ

イラ ッ クを使 っ て い る 。 それからオリーブやブラ ウ ン

の よ うな 低彩度 な も の に は
， 暗 い 黄や暗 い橙を 取 り替

えて い る 。 それ らは勿論 ほとん ど第 二 次色であ り，慣

用色名 で あるが ， 控え目 に 使われ た
。 長すぎる色名の

問題 を解決 したが ， 系統性 の問題 はまだ未解決 で した。

　 Eヨ本で も ， 1984年の JI＄色 名検討委員会 で は ， こ

れと似た問題 を討議 したと聞 く 。 その 中に次の意見が

あ っ た ：「慣用 色名及び系統色名を 2つ に分 け て考え

る こ とに疑問を持っ て い る 。

1

置用色名で ポピ ュ ラ
ー

も

のは基本色名の中に入れ ，
こ れ に修飾語を付けて用 い

て はどうか。……数名の意見 で 決めるの で はな く ， 色

彩学会全体で 考えるべ き問題で はない か」と い う。 こ

れは 「色彩地図帳」に近 い見方であろう 。

　 LjiS の 実状 に い うと，日本で はピン ク，オ リ
ーブ，

夕一
コ イズ等よく使っ て い る慣用色名があっ たが，こ

れ らを基本色名と 同 じよう に 取 り扱えな い か ら ， かな

りの系統性を持 っ た。しか し， 系統色 名の長 さの問題

がやは り存在 して い る 。

　6．系統色名選定の根拠

　纒めて 見 る と ， isOO −NBS は系統色名 しか取 り

入れ て い ない が，UIS は系統色名を取 り入 れる とと

も に，慣用色名をも取 り入れ て いる。 「色彩地 図帳」

は長 い系統色名しか除外されて いないが，一
つ か二 つ

の 単語の系統色名や樌用色名がやは つ採用されて い る

の に対 し て ， 「色彩辞典」は系統色名を ほとん ど取 り

入 れ て い な い で ，慣用色名の
一

本や りである 。 比較 し

て見れば，JIS は実に い ろんな要素をそろえて い る。

　そ して こ れ らの 色名の デ
ー

タの来源 は ， 大体文献調

査，著作者の 意見 専門家 の 意見，ア ン ケ
ー

ト，実物

測色な どか らである 。 中には，統計学的な根拠のある

も の は ， やは り色名収集の ため の ア ン ケートや文献調

査と，贋用色名の代表色の ため の実物測色など で ある

（表 7）。 専門家の意見 は狭 い意昧の アンケ
ー

トと見る

こ ともできるが，本格的なもの で はない 。

　メル ツ と ポール は，「色彩辞典」の ため に，紀元前

32年か ら紀 元｝949年 ま で の300種以 上の文献 を調査 し

た 。 そ の 目的は少なくとも つ ぎ の ＝ つ がある ：第
一

に ，

色名の 初め て 使用された時期を確認する こ と，こ の点

を重 要視する ことは ， 「色彩地 図帳j と同 じ で ある 。

第二 に，意味 の 陵昧な色名をは っ き り させ て ，類義語

の色名を混乱さ せない こ と 。 そ して 色名の代表色のた

め に
， 色名 と 関係 の ある動物 ， 植物 ， 鉱物を

一
々測色

した。その 選定 した 3．467個 の慣 用色名 と代表色 が．

発行以来 ， 日本で も好評で ある 。

　実証的に 言 う と ，英 語 と 日本語 は と も に 調査 に よ っ

て基本色名や修飾語 を求め る こ とがでぎる 。 文献 によ

る調査 で は ， 必ず多 くの 系統色名が得 られ る で あろう ，

そ して
一

般文献 と色名文献か らも色名が求め られ て い

る 。 も し色 名文献の 豊冨な 「色彩地 図帳」 （英語〉と

［＝二＝ 二＝：− 11L
一
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湊幸衛監修の 「日本色名索引」
7）
と に 絞 っ て 調 査する

と，表 B，表 9の系統色名一覧表も得られ る 。 それ ら

は ， 作為的 で な い ， ある い は由緒の ある慣用 した系統

色名とも言えよう 。

「色彩地図帳」は長すぎる色名 を批判 したが ， 表 8 に

示 したように ， そ の ］：夫した基本色名と組ん だ修飾語

は，パ ス テ ルを除い て，確かに 1∈iOO −NBS とは あ

ま り変らないか ら ， ［SOO −NBS の修飾語 はある程

度 の 普遍性 をも っ たも の と い え よう 。

「日本色名索引」にある 系統色名にもかな りの伝統的

な基本色名が存在している 。 例え ば， 赭色 ， 褐色 ， 茶

色 ， 縹色 ， 紺色 ， 縹など原色 で はな い第二 次色 の 色名

で ある 。 それらは
一

つ か二 つ を選んで，また修飾語と

組み 合せたら ， 系統色名を
一

つ
，

二 つ の文 字 しか使わ

な い色名になる可能性がある 。 こ れ らは日ヨ緒の ある系

統色名で あろうが，中の縹色 紺色，燻な どはほとん

ど 既存の物体の色を表さな い
。

　福 田邦夫 に言わ せれ ば ： 「日本語で，明度，彩度の

段階による色調の変化を表わす修飾語は，色相によ っ

て 若干変わるとい うとこ ろが特徴的で ， 茶の 濃淡は ，

白茶，焦茶になる し，萸緑の 色相で はよ く若緑，老緑

と呼ばれ，緑，青，赤 ， 紫な どの色相では ， よく濃淡

や深浅が使われる 。

……
この昔の系統色名に固有色名

を当て はめれば ， 薄 い方から浅葱色 ， 縹色 ， 藍色 ， 細

色 濃紺，とめ紺などである 。」8）その 中の縹色はまた

浅縹 ， 中縹 ， 濃縹にわ けられる。「日本色名索引」に

ある系統色名か ら見て も，大体こうい う印象が得られ

る 。

　そ して 伝統的な修 飾語と して は ， 表 9に示 したよ う

に ， 二 回以上 「日本色名索引」に出たの は，真，本，

白，浅，薄，若，中，灰，濃，深，滅などがあるが，

実際 に 」」IS系統色名 に取 り入れ たの は，ほん の
一

部

で ある 。 標準化された修飾語に 隈 っ て 見れば，「日本

色名索引」とJis の関係 は，「色彩地図帳」とISOG
−NB8 の ように密 釐 しな い で あろ う。 基本色 名か ら

見ると ， い ずれも密 着 して い な い 。 そ して それ らが密

着すればする ほど系統色名の普遍性も高 くなるであろ

う 。

　更に ， 系統色名の代蓑色にして も ， ア ン ケ
ー

トによ

っ て求められている 。 かつ てバ
ー

リンとケイが 「基本

色彩語」の 収集 の ために ， 被験者に記憶 の で きる基本

色名を思い出させる 。 そ して 色名の代表色のために，

また マ ン セル の カラ
ー

チ ャ
ートの上の透明なシートに，

色名の意味する色空閻を被験者に 囲ませた 。 更に色名

の代表色の た め に，ま た被験者に上述の色空間の中に
，

一
つ か

一
つ 以上の色の上に記号を付けさせ て，代表色

と した
m

。 筆者の 次報にも，こ う い う方法で，基本色

名の代表色を調べ よう 。

黄色 （5Y ） 　

む
　

ヨ
　

お
　

ア
　

お
　

　
　

る
　

ヨ
　

リ
ロ

　

ヱ

Vl

　 　 じ 14121086420

　　　注： 1．厨黄み庚＝現るい黄みの灰、暗黄b灰；賭い黄みの蔟

　　　　　獗黄； 駆 い殀黄

　　　　2．臼、明るい蔽、蕊色，藩い蔬、 黶が薫彩色である。

　　　　3．有彩色の全区墟薮は17筥であり、覇度O，1〜3あたりの

　 　　　　区壊致lo僊である。

図 1　 J 旧 （参 考 ｝系 統麁 名 区 分 図 （色 彩 科 学 八 ン ドブ

　　 ッ ク ， 19B5版，1969年に日本色彩学会より答申され

　 　 た原案 tplate
　4）

黄色 （2Y 〜6Y ）

＠

   

 

 

 くすん纖

　 

9

鉱

C　l4　　12　　10　　8　　6　　4　　2　　0

　

ロ
　

ヨ
　

ヨ
　

マ
　
　り
　

ら
　

る
　

ヨ
　

ヒ
　

ユ

Vi

注：正．この図が図3と異なる所を示し、 空白した所が全酪騒3と岡じであろ

2．黄み曝灰；黄みの明るい茸、黄み暗蘆＝黄みの鴫い茨

3，区分図にある番号は雲のような債用色名である

 たんぽぽの黄　　　 うこん色　 クリーム色　 砂色

  クリ
ームイェロ

ー　  ブロント　 レグホーン色 うぐいす茶

 ネ
ー
アルスイェ ロ

ー
　 かちし色　  象げ色

図 E　JiS 系統色名区分図 （JIS　Z8102−】9日5，　 plate

　　 7｝

表10 英語，日本語の 黄の 色名区分比較表

内　 　 　容 鰍 蠍 【scc一冊 s 色躋蠡 JIs 日絶 騾 引

駆分国にあ絶拑5Yあた物全巨概 且924 17
拒5Yあ紡の餬 色機 19 44ll21
羅 膕鯆 ら纖 O，圭昭あ的 の鴎 13 lO

阻鵤 にある彩度o．ト 3の酩 鼓 9 2 ？

［＝ ：：：：：＝＝＝：二 二：二＝二二：コ 12 匚二二 ：二二 二二二＝：二：：＝＝二＝］
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黄　　（4Y〜7Y　）

C　14　 12　 10　　8　　6　　4　　2　　0

注： L 漠課の色名が実のような和誑に観瑩する

蹶 ； にぶい荻

暗R賎黄； 着恥茨みの黄

開爵麗茨＝團るいオリ
ーブ辰

億匿茨＝オリーブ蔽

喟飯霞覆＝ 厨るい撰みのオリ
ーブ　暗灰穫養＝階い蕨みのオリ

ー
ブ

擬昧璽蜃＝灰みのオリーブ　　　　撞権暑望オサーブ黒

呶甥る咏　　　　　蹶 ＝職、灰

2．踏い撰、黒が弩彩色である。

3．有彩色の全区域致は24匐で島り、彩度O，1〜3あたりの区
域致13個である。

図 3　 1SCC −NBS 　 plBte　 14
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藁
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一 一
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羽づ ・イェ 臣 薐
★ ★ ★ ★

るい

☆ 脅
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輙

羽
一ブ ★

藍蕨 い擬
★ ★ ★

　

0987654321
V1
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戛｝

注：1，漢讃の色名が実のような和訊に相当する

　 鮮黄＝ あざやかな黄　　訟黄＝パステル黄　巒蔽＝パステル灰

　 明黄二明るい琵　　　M自＝ 瓶みの白　明M＝ 明るい茨

　 量蔑茨＝ オリーブ茨　　　　　 蹶 ＝ 陪廠

　 2，菅彩色の2区壊薮は19匐である。

　 3，区分図にある　★
　記号のある所は慣用色名の位置であり， 2譯

　 で19銅である。

図 4　Color　Atlas　plate 　3

》ー
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　7．系統色名の有り方

　系統色名の標準化の難 しさ には ， 系統色名その もの

も問題の
一

つ で あ り ， 「色彩辞典」の著作者 メル ツ と

ポー
ル に言わせ ると ， 「修飾語が異なる明度 を表示 す

る言葉に見られる ：明 る い，中，暗い，うすい，こ い，

清い，影がかっ た，などで ある ；異なる色相や彩度を

表示する雷葉 に も 見 られ る ；輝 く ， 澄ん だ
， 純 ， 豊か

な ， 暖かな などである 。 われわれは これらの分類索引

を用意した上で ，

一
般的な使用の 上 には，これらの形

容詞が意味が な い こ とを立証 し た 。 」
9）
実際の 例を 言 え

ば， ISOO −NBS や JIS な どは llght（明 る い ， 浅

い）よ りpale （薄 い 〉の 方 が浅 い と 思わ れる が ，

「色彩辞典」の著作者が 「今ま で凡て の英語文学の中

には ， ［lghtよ り pale の方が白 っ ぽい という意味は

特にな い 。 」
10）

と言 っ て い る 。 漢字と して も ， 「明」や

「浅」より，「薄」の方が浅い と い う意味もはっ きりし

てな い 。 ど っ ちが浅い かが， 入工的な定義による場合

も偶 にはあ る で あろ う。

　基本色名に対して も，「色彩辞典」が 「赤，黄，青，

橙，緑，藝はほとん ど感知できな い 中 に，その隣 りの

色へ 位置づけられる。青は緑 み の青や菫青で ある可能

性がある とともに ， 変化に富む緑や菫を含んだ可能性

も あ っ た ：
……も しその隣 りの影響ある色が指定 さ れ

な けれ ば，実 際 に ， 青 と いう 色 名に 意 味が 無 くな

る 。 」
の

とも言っ て い る 。

　その た め に
， 「色彩辞典」は修飾語や基 本色名に 対

’

して ， ISOO −・NBS や JIS と異なる取 り扱 い を と っ

て い た 。 そ の 中には ， 修飾語や基本色名をほとんど取

り扱わないから，系統色名が全くない に近い 。 基本色

名は リス トに誠っ て い たが ， その代表する色彩 や色空

間が
一

つ もない 。 慣用色名に近い菫色にして も同じで

ある。 その取り扱う色名がほとんど慣用色名である 。

　言 っ てみれば， 系統色名はある程度 ， 膨大な慣用色

名を系統化 ， 簡易化する意味もあり ， こ れはケ リーが

言 っ て い た ように 「PrOGhereの色名辞典の中にあ

る 『happy 　day 』と いう 色 は Maerz −Paul の 色

名辞 典 で は 『19enne 』，
　 Ridgway で は 『91au −

oousj ，
　 Oolor 　 Harmony 　 Manual の

Descriptive　 Oolor 　Name 　 Dlctionary では

『gr 巳 ige』と い っ て い るが ， この色を簡単 な用語で

いえ ば 『light　purpli＄ h　 gray 』と いう こ と にな

る。」
1E）

これ は 「色名辞典」の 著作者から見 る と，楽観

すぎ る見方で あろう 。

　 こ こ で また問題な の は系統色名の 色空間 とその代表

色であ り，1＄ OO −・NBS とJISの それは ， 専門家の

意見 によ っ て 決定 した ， 「基本色彩語」はア ン ケ
ー

ト

によ っ て 決め られ て い るが，その ア ン ケ
ー

トの 人数が

［二 ＝ ：：二二 二 ：＝ 二 ：＝＝ 二 ］ 13 −
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非常 に 少な い
IZ）

か ら， 少数の専門家の意見 に等 しい 。

調査の人数が少ないほど，その正確性も低 いで あろう 。

そ して 系統色名が 「色彩辞典」の ように除外されなく

て もよ いが，系統色名の代表色は，やはり徹底的なア

ンケ
ートをまだ実施 していないうちでは ， 明確に選定

しにく い で あろう 。

　例えば最も丁寧に設計した JIS の 系統色名区分図

に しても ， 1969年に改正 した原案として 「色彩科学ハ

ン ドブ ッ ク」
19

に掲載ざれた図と，JIS 　Z81023）fこ掲

載ざれた図とは少しずれて い る 。 例え ば図 1にある明

度5．5〜6．5， 彩度 7〜 9 あた りが凹ん で ， rこ い黄」

にな っ て い る が ， 図 2 で は こ う い う現象がな く，そ の

あた りがやはり 「くすんだ黄」である 。 図 2の 「黄」

の範囲が図 1の倍 ぐらい で あ り， 図 2の彩度 1．5〜3．5

あた りが，図 1よ り幅が広い ， このあたりの内部の再

細分も図 1と異なる 。 勿論図 2の 色相が t2Y
〜6Yの

区分図 で あ るが ， それ と 同 じ 日本規格協会が発行 した

黄色閧係の系統色名区分図で は，す べ て上述の凹んだ

所が見えな い，そ して彩鬩 ．5〜3．5あたりが，非常に

幅が広い 。

　JIS 　Z8102Mの 解説 に記載 され て い るよ うに 「昭

和48年に日本色彩学会に おい て，JIS 　Z8105 （色 に

関する用語）と共に，改正原案作成委員会による見直

し審議が行われ ， 翌昭和44年 3月 に工業技術院に答申

された 。 こ の 改 正 案は，JIS と し て 公 示 され て る に

至 らなか っ たが，当時の 日本色彩協会ニ ュ
ーズや 日本

色彩学会編 「新編色彩科学ハン ドブッ ク亅に紹介 され

る など して ， あ る 程 度ま で 実用され て き た 。 」そ の 原

篥は改めて 15年後の 1984年から 19B5年に掛け て，審議

された 。 実情に即した規格に改める必要性から ， 内容

の
一

部は修正された 。 図 Eは図 1を修正 した結果，少

しずれたと聞く。 っ ま D 系統色名区分図は不確定 的な

要素が免れな い よう で あるから ， そ の 調査は重要で あ

る 。

　日本で は ， 1973年に，色彩教育研究会の色名研 究委

員会は 637人 の 中，小学生 を対象に して ，色名に つ い

て の ア ンケートを行 っ た
ia）

。 その結累は，使用頻度の

最も高 い 修飾語は ，
こ い

， うす い
， 明る い が ベ ス ト 3

で ある
旧

。 使用頻度 の 最も高 い 系統色名 は ， 黄を例と

し て，黄，う すい 黄，こ い黄，暗い 黄，灰 緑 （黒 み

緑）で ある 。

　勿論，中，小学生が使 う色名は，成人より少い が ，

篳者 の 色名調査 の 経験 で は ， 大学程度 の 成入が使 える

色名は ， 中 ， 小学程度 の 1．15倍 で あるから
15＞
，色彩教

育研究会の色名研究委員会 の 調査はやはりそれな りの

価値があ ると考える 。 こ れを JIS の 区分 図と比較 し

て 見れば，色名研究委員会の調査した結果は，その系

統色名がJIS よりかな り単純で あり，例え ばJIS の

こ くうすい黄 ， うすい黄，くすんだ黄が全部 うす い黄

と呼ばれ，暗い灰黄に つ い て も灰緑と い う短い色名で

呼ばれる 。 そ して 「こ く
…」を付けた色名もほとんど

な い
15＞

。

　そ こ に肝心な こ とは，系統色名と慣用色名と に有機

的な関係がある 。 表10に示 したように，黄の色名区分

図を例として ， JIS にある色相2Y〜6Yの 全区域数は

17個で ある が，そ の色相2Y〜6Yの 慣用色名数 は 11個

しか な い，そ して 彩度口．ト 3 あた りの区域数 は］0個

で あるの に， そのあたりの 置用色名数は 2個しかな い 。

ただ ， その表現 しようとする 「日本色名索引」にある

色相 5Yの慣用色名数は21個まで上廻 っ た，そ の彩度

0．ト 3あた りの慣用色名数は ， 少 し増え て い るが，

やは り全体の三分の
一

しかない 。

　ISOG −NB ＄ に は慣用色名がな いが ， その 中にあ

る色相4Y〜7Yの 全 区域数 は24個 で あ る が （図 3 ），

その 表現しようとする 「色彩辞典」に ある 色相4Y〜7

Y の 慣用 色名数 は44個 ま で 上廻 り （筆者に よ る統

計）
］ア），そ して 彩F． 0．1〜 3あた りの 区域数は 13個 で あ

るが ， そ の 表現しようとする 「色彩辞典」にある 慣用

色名数は 9個 しか な い か ら
，

そ の あ た りの 区域数は細

すぎる と 考える 。 「色彩 地 図帳」はその 黄 の Plate

3 （図 4）ls）の全区域数が 19個で あり ， 表現 して い る慣

用 色名数はち ょ う ど19個で あ る 。 そ れは系統色名区分

図をなるべ く大まかに して ， 慣用色名の表現をも配慮

したか らで あろ う 。

　そ して色名研究委員会の調査 した結果をも考えて，

系統色名はまさ に短かければ短 いほど ， その実用性が

考えられる ， そ して色名に つ い て の 世論にも近 い 。 そ

れが筆者か つ て の 色名調査の結果にも近い 。 また，系

統色名の代表色は，不確定な要素か少な くな い ので，

徹底 的なア ン ケートをせずに標準化は しに くい で あろ

う 。 こ う い う不確定性のもとに ， 系統色名の区分図を

大まか に して ， そ の 区域数を表現 レようとすると慣用

色名数を超えすぎずに，系統色名と潰用色名との 有機

的な関係やバ ラ ン ス を持 っ た ほうがよい と考え られる 。

　日．結論

　上述 の 比較か ら見る と ， 共に系統色名は ， 修飾語と

基本色名 とで 構成されるが，ISOO −NB ＄の基本色

一 14 一
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名はピン ク，ブラウン，オリーブの ような低彩度の色

名 を含み，マ ン セ ルの色相尺 度と噛み合わ な い が ，

JIS の基本色名 は色 相環に選 ばれて いる高彩度 色を

マ ン セルの色相尺度に噛み合う規則性があり，系統的

である 。

　しか し共に隣接墓本色名の色相間隔差には ， 大小が

目立ち ， 等歩度マ ン セ ル色相差を保持 して い な い
。

こ

の 理由は ， 色空悶内の讎用色名の 分布の粗密に，合せ

た結果で あろ うと推論した 。 つ まり慣用色名は本来が

身辺の色を区別する必要から，発生した言葉と考え る

と，その慣用色名を色空間 に 分布した場合に ， 区別す

る必要の色名の多寡に従 っ て その分布 に粗密が生 ずる

と考え られる。 したが っ て 系統色名の有効性も念 頭に

入れて，そ の傾向に合わせ て ， 両者共 に基本色名が選

定されて い るの ではないかと考えた。

　そ して修飾語 と基本色名とは伝統的なものがかなり

ある 。 標準化した修飾語と伝統的な修飾語との 関係は ，

J 「＄の が1＄00 −NB ＄の ように密着しな い で あろ う 。

それは JISの系統色名が ISOO −NBS の修飾語の影

響が大き い から で あろう 。

　系統性を持 っ ために ， 系統色名が長 くなる虞がある 。

一
文字の伝統的な修飾語や基本色名を起用する こ とは

ある程度で は問題解決の
一

助になろう 。 これに よ っ て

系統色名を一
っ ，二 っ の文字しか使わない色名に なる

可能性がある。

　そ こ で 伝統的な修飾語や基本色名や系統色名や色名

の代表色を調査すればするほど，色名セ ッ トや標準色

名を作る の に よ い根拠に な る 。

　筆者は予てから ， 色名セ ッ トは系統色名と慣用色名

と に 有機関係が保持され て い る，「色彩 地 図 帳1や

JISの 色名 の ようなセ ッ トが望 ま しい と考え て い た 。

次報の 論文で 話明する予定で ある ， それは由緒ある色

名を調査する こ と によっ て，中国語の標準色名を選定

する時の根拠 となる 。 即 ち，各業種 にいる 1S15人の

ア ン ケ
ートと古来 の 55冊の 重要 な文献の 調査とを行 い，

調査の内容は伝統的なある い は日常的な1彦飾語，基本

色名，系統色名，類義語の色名，長すぎる色名，な い

し色名の代表色な どで ある ，そ して それ らの使用頻度

に よっ て，178個の慣用色名と 174個の系統色名と を組

み 合わせたバ ラ ン ス の とれた352色 の 「中国語の 色名

セ ッ ト」を創出 しようとする 。 それは慣用され てい る

系統色名を徹底的 に 調査 し た 上 に
，

上記の結論 を 参考

に して漸く選定す る こ とがで き た のである 。

　9，謝辞

　終 りに ，
こ の論文を纒める に 際 して ， 千葉大学工学

部矢 口博久助教授 ， 東京工芸大学芸術学部久保走
一

教

授 ， 並びに女子美術大学大学院川上元郎教授の御指導

を賜わっ た 。 また 日本工業規格の標準色名に関する委

員会の実証的活動に つ い ては Eヨ本色彩研究所平井敏夫

理事から詳 しく御教示を頂 い た 。 上記の諸氏 に深く感

謝の意を表する 。

参考文献

1） D ．B．　Judd 、　G ．　Wyszeck ，　Oolor 　ln　Bus 「−

　　ness ，　Soience ，　and 　 lndust「y，2n〔ゴEd ．

　　（↑963）　222．

2）池田紘
一

， 中山昌春 ， 小原清成 ， 「マ ン セル空 間

　　での色差と知覚さ れる色差との比較」，日本色彩

　　学会誌 10−1 （1986）14，］5。

4） ISOO − NBS ： Oolor −Name 　Oharts

　　lllUSt「ated 　with 　Oent「Oid　OOIOr ，　SUP −

− p「ement 　NB ＄ Oi「oula 「 533（1964） 1．

5） B． Berlin　＆　P ．　 Kay ： Basic 　Oolo 「

　　Terms ，　University 　of 　CaHfornla

　　Press （196S）103．

6）A ．Kornerup ＆ J ．H，　WanSOher ：OOIO 「

　　Atla＄　Reinhold 　Publl＄hlng　Oo ，N ．Y ，

　　（1962）　1B9．

7）湊幸衛監修，「日本色名索引」，「中国色名綜覧」

　　に ある対応資料，カラ ープ ラン ニ ン グセ ン ター

　　（1979）　20−2ア0

8）福田邦夫 ， 「赤橙黄緑青藍紫」， 青娥書房 G986）
　　182。

9）A ．Maerz ＆ M ．　Rea 　Paul ：ADiGtionary

　　of　Golo 厂，　McOrawNill （1950）7．

］0）lbid．，9．

11＞　lbld．、7．

12）日本色彩学会編 ， 「色彩科学八 ン ドブッ ク］，改訂

　　5刷，榮京大学出版会 （1985）533。
13）B ．Berlin＆ P ．　Kay ：ibid．，　 H4−− 133．こ の本

　　の なかに，ア ン ケートした人数がほとん ど書い て

　　い な くて，その中国語，日本語 ， 韓国語の色名の

　　調査は，主 に他の 学者の 資料の引用 であり，日本

　　語の色名はMcLure の資料を ， 韓国語の色名 は

　　Madarasz の 資 料 を ， 中 国 語 の 色 名 は

　　MoLure と Madarasz の資料を 引用 した 。 そ

　　して それ らの 学者の調査 した人数につ い て は ， 臼

［＝ ＝二 ＝ ＝：＝ ：＝ ：＝二二二二 い 5 ［二二 二二 二 二＝ 二 二＝ ＝＝ 二＝：コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

・・躙 A ・ 。・ TH ・ C・… SCIE・C・ ASS 。CIAT… 。・亜 剄

　　本語 の 色名の 調査 で は明記 しなか っ たが ， 中国語

　　の 色名の 調査 した人数は，MoLur 巳 の 資料に は

　　 1人 ， Madarasz の資料に は 数人 （severaD

　　であ り，韓国語の調査 した人数は 5人であ っ た。

14）色彩教育研究会編 ， 「色名使用の 実態 調査 デ ータ

　　集」G977） ；平井敏夫，「色彩の 研究（1＞一 色名

　　使用の実態調査」，色彩研 究　E3遭 （1976）2〜14。

］5）色彩教育研究会色名検討委員会編 ， 「色彩教育上

　　の 色名 指針1 （1977） 15。

16）呂清夫，「色名の初歩調査 と研究」，国立台湾師範

　　大学 （1985） 19。

17）A ．Maerz ＆ M ．　Rea 　Paul ：Ibid．，148−54．

18）A ．Komerup ＆ 」、H．　Wanscher ： lbid．，

　　 141．

　　　　　　　　　　　 （受付日 ： 1994年 12月 5日）

著者紹介
　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ　　　 チ ン　フ

筑波大学芸術研究科 ， 構成専攻

　　　　　　　　　日本色彩学会会員

芸術学修士

1985年 9月か ら
一

年間 ， 筑 波大学客員研究員

［＝二＝ ＝二＝ ＝ ：一 ］ s6 ［＝ ＝＝ ：＝ ：＝ ＝ ＝＝ ＝＝＝＝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


